





























等式はもはや成り立たない。そのことは, Davies and Elder eds. (2004 : 1)
の序論を読めば明らかである。
“Applied linguistics is often said to be concerned with solving or at least








論 (SLA) の優れた研究者であり, 一般向きに『外国語学習の科学 第
二言語習得とは何か』(岩波新書, 2008) を著している。だが, 勤務先で










るであろうか｡「第Ⅰ部 多言語状況」は, １．標準語と方言, ２．国家
と言語－言語政策, ３．バイリンガルは悪か, ４．外国語教育, ５．手話
という言語という複数の言語または言語変種が併存する状況に目を向ける
のである。他方,「第Ⅱ部 社会の中の言語」は, ６．言語と文化, ７．無









の理由は, 正に「標準語イデオロギー」(p. 21) を嫌うからである｡「標準
語」についての定義は,『広辞苑』第６版から引用した上で,「ただ単に公




















て, 井上史雄著『日本語ウオッチング』(岩波新書) の冒頭を飾る ｢ラ抜
きことばの背景」ぐらいは断っておきたい。
２．国家と言語 言語政策
言語政策 (または言語計画) には, コーパス計画・地位計画・習得計画
の３つの側面があるpf. 31。このうち, コーパス計画 (実体計画とも言



















することになるかもしれません」(p. 34) と言う。確かに, 伝統方言は瀕
死の状態かもしれないが, それに代わって新方言 (またはネオ方言) が誕
生しつつあるという事実にも触れるべきであろう。




























という研究報告がある (p. 52)。それゆえ, バイリンガルは悪どころか,
優れて善であるというべきである。しかしながら, 多様な言語「資源の共
有」という観点から, 日本社会の多言語化に意義を認めるべきであろう。
問題は, バイリンガル児の言語能力が日常会話能力 (BICS) という次元
で終わっているかどうかである。Ｊ.カミンズによれば, 学業に成功する











































して, 日本語対応手話は人工的に日本語を視覚的に表した言語 (p. 96) で
ある。だから, 聴力のほとんどない子どもは日本手話で母語を確立し (p.
97), 手話で学習言語能力 (CALP) を発達させることが重要である (p. 96)｡
手話言語と書記日本語の双方を用いたバイリンガル教育を行うのは少数派


















































































は質問の仕方 (定冠詞か不定冠詞か, 付加疑問の有無) によって, 目撃証
言が変わる (p. 162以下) というのだ。また, 幼児は質問が分からない場
合に「うん」と答える傾向にあり, 幼児の証言には「肯定バイアス」があ








され, その会員らによって橋内・堀田 (2012) の概説書が公刊されている。



































































とも, 山内編 (2003) には,「国家と言語」｢手話という言語」｢法と言語」
｢言語情報処理」などは扱われていないから, 著者としては不満であろう。
このような広い立場からの応用言語学をより本格的に学びたい読者には,
中島平三監修 (2009～2011), Cook and Li eds. (2009), Chapelle ed. (2013)
Kaplan ed. (2010), Wei ed. (2011) に向かうことをお勧めする。
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